
中京大学の産官学連携

本学の研究者と連携相
手先（企業・国・地方自治
体等）とが、同一の研究
テーマを分担して共同で
実施する形態

● 様々な分野における国内外の研究動向等の情報の取集と提供
● 知的財産の管理と活用
● 産官学連携におけるリスクマネジメント及び啓発活動

その他

企業及び国・地方公共団体等との連携を推進することにより、
中京大学の教育・研究で得られた成果をもって社会に貢献していく。

研究成果による社会貢献

中 京 大 学
研究推進部研究支援課

〒466-8666 愛知県名古屋市昭和区八事本町101-2
TEL 052-835-8068　FAX 052-835-8042

liaison@ml.chukyo-u.ac.jpE-mail

https://ssl.chukyo-u.ac.jp/contact/form/liaison/問合せフォーム

問 合 せ 先

共同研究

本学の研究者が連携相
手先からの委託を受けて
研究を実施し、その研究
成果を報告する形態

受託研究

学術研究の奨励を目的と
して大学が受け入れる寄
付金制度
※研究分野等を指定することが
　可能

奨学寄付金

中京大学は、教育・研究に並ぶ大学の基本使命である社会との連携の推進にあたり、産官学にお
ける交流の核となり、大学に集積された知的財産・研究シーズを活用した連携活動による学術の涵
養、社会生活・文化の向上、産業の振興への寄与を目的とした「中京大学産官学連携ポリシー」の
もと、以下を実現していきます。
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地域社会との交流・連携を強化し、中京大学の知的財産や研究シーズを
活用することに努め、生活・文化の向上と産業の振興に貢献していく。

地域連携による産業・文化への貢献2

産官学等とのグローバルな連携を推進することにより、
中京大学の教育・研究を強化し、産業の国際競争力向上に貢献していく。

グローバル化の推進による教育・研究の強化と産業への貢献3

産官学等との連携活動を通じて、
社会の発展に貢献できる人材を育成していく。

人材育成4

産官学等との連携により得られた知的財産を社会に還元し、
知的創造サイクルを円滑に機能させていく。

知的創造サイクルの形成と活性化5

高い透明性と公平性をもって産官学等との連携活動を行い、
社会への説明責任を果たしていく。

コンプライアンスとアカウンタビリティー6

成果報告・知財創出 研究活動の成果の報告、研究活動の過程で創出される
知的財産の取扱いの調整

研究実施 本学研究担当者による研究の実施
（共同研究の場合は連携相手先との共同実施）

契約締結 連携種別に応じた契約内容の合意と締結

面談・調整 課題解決の可能性を探るための面談と連携種別等の調整

マッチング 連携相手先が抱える課題に関連する研究分野の
研究者をマッチング

相談 連携相手先が抱える課題のヒアリングと連携可能性の相談

産官学連携の推進体制

産官学連携活動の流れと研究推進部の役割

本学の産官学連携活動は、私の着任時に比べ、現在ではそ
の連携実績件数は飛躍的に増加し、連携活動による受託研
究費・共同研究費・奨学寄付金の受け入れは約4倍程度の伸
びを見せました。2020年度からは学内に研究推進部が設置
され、科学技術コーディネーターも二人体制となったこと
で、効率の良い産官学連携のマッチング活動、知的財産マネ
ジメント活動業務が可能となりました。
これからも、企業と大学での業務経験を活かし、「大学視点
と企業視点」・「研究視点とビジネス視点」を持ちながら、
10学部を有する総合大学ならではの文理融合を目指した産
官学連携活動の実現に注力していきます。そして、国・地方自
治体・企業といったステークホルダーの方々との連携活動を
通じた本学の研究シーズの社会実装によって、今まで以上に
社会貢献を果たしていきたいと思います。

科学技術コーディネーター 岡 田  庄 治

略　歴

本学の研究成果を広く社会に公表し、活用していただくための
活動として、産官学連携活動を希望する研究者に対し、研究
シーズの内容のヒアリングを通じた連携可能性の調査、JST
が主催する新技術説明会をはじめとした研究シーズの公開イ
ベント等の調整、受託･共同研究等の開始時に必要となる契約
締結業務を行っています。本学は総合大学として多くの研究
シーズを有しており、そのシーズを広く公開することにより、
国・地方自治体・企業等と連携できる場を作っていきたいと思
います。
コーディネーターは本学研究者と社会とをつなぐ架け橋です。
「技術課題があり、本学の研究シーズが解決の役に立ちそう
だ！」など、ご興味をお持ちいただいたらお気軽にご連絡・ご相
談ください。

科学技術コーディネーター 内 山  和 子

パナソニックエコシステムズ株式会社 
法務部門の責任者として契約・コンプ
ライアンス業務を担当
※2019年度より現職に着任

略　歴

Coordinator introductionコーディネーター紹介

パナソニック株式会社エコソリューショ
ンズ社（在籍時）において、研究開発部
門・知財部門の責任者として開発業務
を担当
※2015年度より現職に着任

略　歴
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